
広島市立安佐市民病院広報紙　第 17号 2008年４月１日（火曜日）発行

－ 1－

広島市立安佐市民病院広報紙 
－第 17 号－ 

〒731-0293　広島市安佐北区可部南二丁目1-1
　  TEL：082-815-5211㈹ 

http://www.asa-hosp.city.hiroshima.jp

　
今
回
は
安
佐
市
民
病
院
に
お
け
る
外
来
診
療
部
門

に
お
け
る
手
続
き
や
院
内
で
の
取
り
組
み
の
一
端
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
、
併
せ
て
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
 

　
当
院
に
は
平
成
18
年
度
、
初
診
患
者
数
は
約
2
万

1
千
人
で
、
累
計
年
間
約
22
万
人
の
患
者
様
が
診
察
、

検
査
、
治
療
な
ど
の
目
的
で
来
院
さ
れ
て
お
り
、
開

院
日
1
日
当
た
り
に
す
る
と
約
9
0
0
人
に
な
り
ま

す
。
こ
の
数
年
間
に
外
来
患
者
数
の
増
加
は
有
り
ま

せ
ん
が
、
皆
様
ご
承
知
の
如
く
医
療
に
関
す
る
進
歩

は
目
覚
し
く
、
当
院
で
も
最
新
の
医
療
を
提
供
す
べ

く
、
全
て
の
診
療
部
門
に
お
い
て
よ
り
高
度
な
診
療

内
容
と
な
る
よ
う
職
員
一
同
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
従
来
は
入
院
治
療
が
主
体
で
あ
っ
た
抗
が

ん
剤
の
点
滴
治
療
は
外
来
部
門
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
一
方
、
そ
れ
に
よ
り
診
療
時
間
や
検
査
、

治
療
に
よ
り
時
間
を
要
す
る
傾
向
が
出
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
来
院
さ
れ
る
多
く
の
患
者
様
の
待
ち
時

間
短
縮
や
、
快
適
な
療
養
環
境
を
整
え
る
べ
く
鋭
意

努
力
中
で
す
。
次
に
、
当
院
外
来
受
診
時
の
一
般
的

な
注
意
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
 

　
外
来
診
療
は
8
時
30
分
開
始
で
す
が
、
再
来
受
付

機
は
7
時
30
分
に
始
動
し
ま
す
。
再
来
の
方
は
こ
こ

で
診
察
券
を
通
し
て
受
診
科
を
選
択
し
、
次
に
受
診

さ
れ
る
受
付
窓
口
に
診
察
券
を
提
出
し
、
診
察
の
順

番
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
放
射
線
科
な
ど
の
検
査
目

的
で
来
院
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
す
。
初
め
て
の
来

院
の
場
合
は
診
療
申
込
書
記
入
の
上
、
新
患
窓
口
1

番
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
開
業
医
や
他

の
医
療
施
設
か
ら
病
診
連
携
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
予

約
が
済
ま
れ
て
い
る
方
は
、
玄
関
右
手
の
病
診
連
携

室
受
付
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
院
で
は
他
の
医
療

機
関
か
ら
の
紹
介
予
約
患
者
様
、
再
診
予
約
患
者
様

の
診
察
を
優
先
し
て
お
り
、
紹
介
状
の
な
い
初
診
患

者
様
に
は
時
に
長
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
出
来
る
だ
け
地
域
の
開
業
医
の
先
生
（
掛

か
り
つ
け
医
）
を
先
ず
受
診
さ
れ
、
必
要
な
場
合
は

そ
の
先
生
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
病
診
連
携
室
を
介
し

て
時
間
を
予
約
し
て
受
診
さ
れ
る
事
を
お
勧
め
し
ま

す
。
当
院
で
は
、
安
佐
地
区
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

急
性
期
医
療
に
特
化
し
た
医
療
提
供
を
目
指
し
て
お

り
、
開
業
医
の
先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者

様
も
、
診
断
が
確
定
し
た
り
、
病
状
が
安
定
し
た
方

は
再
び
掛
か
り
つ
け
の
先
生
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
現
実
に
、
新
患
患
者
様

の
他
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
率
は
約
50
%
で
、
そ
の

反
対
の
逆
紹
介
率
は
60
%
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
初
診
は
紹
介
患
者
様
の
み
に
限
定
す
る

方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
当
院
で
は
外
来
受
診
の
予
約
は
午
前
11
時
で
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
方
は
原

則
と
し
て
午
後
か
ら
も
診
療
の
あ
る
近
隣
の
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
診
療
科
に

よ
り
多
少
事
情
は
異
な
り
ま
す
が
、
午
後
か
ら
は
入

院
患
者
様
の
診
療
に
充
て
る
時
間
と
な
っ
て
お
り
、

時
間
外
に
受
診
希
望
さ
れ
た
場
合
、
患
者
様
へ
の
対

応
が
充
分
尽
く
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、

救
急
患
者
様
に
関
し
て
は
当
該
科
に
て
最
善
の
医
療

提
供
に
努
力
し
ま
す
。
 

　
現
在
、
当
院
で
は
臨
時
を
含
め
て
約
3
0
0
台
分

の
駐
車
場
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
日
に
よ
っ
て
は

か
な
り
混
み
合
う
こ
と
が
有
り
ま
す
。
自
家
用
車
で

来
院
さ
れ
る
場
合
は
、
可
能
な
ら
11
時
以
後
の
予
約

時
間
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

　
以
上
、
当
院
の
外
来
診
療
に
関
す
る
現
状
と
お
願

い
を
書
き
ま
し
た
が
、
来
院
さ
れ
て
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
最
寄
の
受
付
窓
口
な
ど
で
遠
慮
な
く

お
聞
き
く
だ
さ
い
。
職
員
一
同
、
地
域
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
今
後
と
も
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

安佐市民病院は　病院機能評価認定病院です。 理　　念 
　　・愛と誠の精神をもって医療を提供します。 

　　・地域の基幹病院として高度の医療・ケアを行います。 

 

基本方針 
　　１．患者さまの立場を尊重し、理解と納得　にもとづいた医療を行います。 

　　２．安全な医療と快適な療養環境の提供に努めます。 

　　３．地域と連携し、地域医療、救急医療、トータルケアの水準の向上に努めます。 

　　４．最新の医療にとりくみ、医療・医学の進歩に貢献します。 

　　５．より良い医療サービス提供のため、健全な病院運営に努めます。 

安佐市民病院の理念と基本方針

副院長 
江　川　博　彌 
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ボランティア委員会からのお願いボランティア委員会からのお願いボランティア委員会からのお願い

お薬、何でも相談コーナーＱ＆Ａお薬、何でも相談コーナーＱ＆Ａお薬、何でも相談コーナーＱ＆Ａ

安佐市民病院との心温まるエピソードについて募集します安佐市民病院との心温まるエピソードについて募集します安佐市民病院との心温まるエピソードについて募集します

　安佐市民病院ボランティア委員会ではロビーや待合室に設置する図書を募 
集しています。患者様やそのご家族に待ち合わせの間読んでいただくための 
もので、読み終えた書籍や図書、漫画、文庫本などで結構です。特に締め切 
りはございません。多くの御寄贈よろしくお願いいたします。 
　尚、寄贈および問い合わせ先は下記の通りです。 

【図書寄贈先】 
　安佐市民病院総合受付までお持ち下さい。 

【問い合わせ先】 
　安佐市民病院　TEL：082-815-5211　 
　　　内線 2222　庶務係　　　石橋 孝雄 
　　　内線 3502　臨床検査室　葛城 寿江 

　　　　 　【ご投稿先】 

　〒731-0293 

   　広島市安佐北区可部南2丁目1-1 

　　　広島市立安佐市民病院 

　　　　　　　　広報委員会　長崎信浩 宛 

　　　　TEL：082-815-5211  内線 3461 

　　　　FAX：082-815-1116 

　E-mail：n-nagasa@asa-hosp.city.hiroshima.jp

Ｑ：テレビで宣伝していますが、ジェネリック薬品で薬代が本当に安くなるの？ 
Ａ：以前本紙でもご紹介したとおりジェネリック薬品とは通常の医薬品が発売から一定期間を過ぎて特許が切れ、他の
医薬品メーカーが同一成分の薬品を製造発売するものです。 
　ジェネリック薬品はその薬品の開発にはお金がかからないので価格は安く設定されています。 
　従来は患者様がジェネリック薬品を希望することを申し出て、医師もその薬剤がジェネリック薬品でも大丈夫と判断し
た時にだけジェネリック薬剤への変更可能の処方箋を発行していました。このたび法律が変更され、患者様が申し出なく
ても自動的にジェネリック薬剤への変更可能という処方箋が発行されるようになり、医師がどうしても先発品でなければ
いけないと判断した時にだけジェネリック薬品への変更が不可能という処方箋を発行するということになりました。 
　最近はジェネリック薬品の効果や安全性が確認されるようになってきており、医師も信頼を寄せるようになってきてお
ります。しかしジェネリック薬品に変更してお薬の効きが今までと変わった、湿疹など副作用らしきものが出現した、そ
のほか変わったことがあれば是非お申し出下さい。 

　患者様ご本人またはご家族、お知り合いの方などが安佐市民病院に受
診もしくは入院された際の当院職員との心温まる交流や楽しいエピソー
ドなどについて募集いたします。 
　原稿用紙1枚（文字数400字）程度以内にまとめていただき、もちろ
ん匿名でも結構です。いただきましたエピソードにつきましてはご本人
様の了解を得て本紙上もしくは5月24日に予定の健康祭りでご披露させ
ていただき、ささやかですが記念品も準備させていただきます。 
　原稿は郵送、FAX、E-メールなどどのような形でもお受けいたします。
多くの皆様のご投稿をお待ちしております。 
　なお、原稿の提出が困難な方はお話を伺わせていただくだけでも結構
です。その際には中央処置室横の臨床検査室 葛城までお申し付け下さい。 
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可部中３年　木下綾子　上田花奈

皆様の御来場を

�お待ちして

�おります




